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体温による乳牛の分娩時期の予測精度に及ぼす季節の影響
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要 約

分娩前の体温低下にもとづく乳牛の分娩時期予測精

度を高めるための基礎データを得るために，分娩月ご

との基準値設定について検討した.供試データは帯広

畜産大学附属農場において， 1977 年 8 月 ~1995 年 3 月

まで、に測定された延べ 1393頭のホルスタイン種乳牛

の直腸温である.測定は分娩予定日の約 10日前から毎

日午後4時になされた.分娩前の体温は測定開始から

上昇し，分娩の 70時間前後に最高値 (39.TC)を示し

た.それ以降分娩24時間前頃 (39.2
0

C)まで緩やかに

下降し，その後17時間前頃 (38.9
0

C)まで著しい低下

を示した後，再び緩やかな下降を示し，分娩直前には

38.7
0

Cに達した.また，分娩前の平均体温は分娩月に

よる差が認められ， 8月から 9月にかけて高くなるこ

とが示された.分娩予測の基準として，基準 1: 39.0
o

C 

以下への下降，基準n:前日より 0.50C以上の下降，基
準III:基準 Iまたは基準nのいずれかに該当すること
を設定した.各基準のっち，分娩前24時間以内および、

分娩前48時間以内の出現率はいずれも基準IIIで最も

高かった.また分娩月別の出現率には幅があり， 9月

が最も低く，次いで8月が低かった.基準IIIにおける

体温の基準値を 8月は 139.1
0

C以下J， 9月は 139.2
0

C

以下」と変更することで，出現率はそれぞれ4.6%およ

び7.1%増加した.分娩月別に予測基準を設定するこ

とにより，その出現率が向上することから，分娩月ご

との基準値設定の有効性が示唆された.

受理 1996年3月4日

はじめに

分娩時の難産や親畜・子畜の事故などは経済的損失

が大きく，畜産経営を揺るがす要因の一つである.ま

た，終日の分娩監視や後産停滞，起立不能といった分

娩に伴う疾病の発生などは，管理作業面で、農家に大き

な負担を強いており，家畜の分娩時期を予知する事は

重要で、ある.

牛の体温は，妊娠末期に上昇し分娩前 1~2 日前に

は急速に低下することが古くから知られており

(WEBER ; 1910，羽TEISZ; 1943)，その測定方法も簡便

で，客観的な判断材料になることから，分娩前の体温

下降や前日との体温差を指標とした分娩予知の報告も

多い(北島;1956，樋笠ら;1958， EWBANK; 1963， 

平沢ら;1964，石井ら;1965， DUFTY ; 1971，池滝ら;

1979， 1982，大崎ら;1982，大崎・金)11; 1984，藤本

ら;1988).しかし，分娩予測における体温の利用価値

は低いとするもの (DFUTY; 1971) と高いとするもの

(池滝ら;1982，藤本ら;1988)があり，その見解は必

ずしも一致していない.また，分娩予測の基準を設定

し，その有用性を調べたものは，今日まで池滝ら (1982)

と藤本ら (1988)のもの以外あまり見られない.池滝

らは， 39
0

C以下に体温が下がるか，もしくは前日から

0.5
0

C以上体温が低下するかを分娩予測の基準とする

と，基準に達したのち， 24時間以内に 72.4%，36時間

以内に 84.6%，48時間以内では 91.8%が分娩したと

報告している.藤本ら (1988) も，池滝らと同様の基

準で追調査を試み，直腸温による分娩予測の基準とし

ては， 139
0

C以下に低下」が，「前日より 0.5
0

C以上下降」
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より適中率が高く，基準に達したのち 2日以内に分娩

したものは 64.7%であったと報告している.

この論文では，体温の季節的変化を考慮することに

よって，従来の分娩予測の適合性を改善する可能性に

ついて検討した.

材料および方法

1.供試牛

帯広畜産大学附属農場で飼養するホルスタイン種乳

用牛について， 1977 年 8 月 ~1995 年 3 月までの期間，

健康状態に特に異常の認められなかった 1393例の計

測値を用いた.計測牛の産次別例数は初産439例， 2 

産 292例， 3産 235例， 4産 175例， 5産 115例， 6 

産以上137例であった.また，分娩月別例数は 4月100

例， 5月80例， 6月120例， 7月127例， 8月112例，

9月118例， 10月121例， 11月108例， 12月104例，

1月127例， 2月128例， 3月148例であった.

2.体温計測の方法

屋外で群飼している妊娠牛について，分娩予定日約

10日前から，午後4: 00に獣医体温計で直腸温を 3分

間計測し， O.l
O

Cまで判読し記録した.

'3.飼養管理

供試午には，サイレージが午前 (9: 00~10 : 00)と

午後 (3: 00~4 : 00)に給与されており，濃厚飼料は

給与されていなかった.飲料水・固形塩は自由摂取で

あった.

4.結果の処理法

各測定値について分娩時刻から逆算して分娩前の時

間とし，集計は 1時間単位とした.分娩予測基準は池

滝ら (1982)の報告と同様に，分娩前の一定の体温へ

の下降を基準とする基準 1，前日の体温との差に基準

値を設定する基準II，および基準 1，基準IIのいずれ

かを満たす基準IIIの3種類とした.分娩予測基準の出

現率については， 24時間以内および48時間以内に分

娩した頭数のうち，それぞれの基準に達した頭数の割

合を出現率という表現で，分娩月ごとに求めて示した.

2日連続同様の低下を示したものは， 1例として処理

している.

統計処理は， SASのGLMを用いた.

結果および考察

1.分娩前体温の時間的経過

測定開始から分娩に至る体温と体温較差(前日同時

刻計測値との差)の推移を図 1に示した.分娩前の体

温は，測定開始より上昇し分娩の 70時間前後に最高体

温 (39.7
0

C) を示した.それ以降分娩24時間前頃

(39. 2
0

C) まで緩やかに下降し，その後分娩 17時間前

頃 (38.9
0

C) まで著しい低下を示した後，再び緩やか

な下降を示し，分娩直前には 38.TCに達した.

分娩前の体温低下の開始時間は，報告者により 15~

68時間とかなり幅があるが (EWBANK; 1963，藤本

ら;1988，樋笠ら;1958，平沢ら;1964，池滝ら;1982， 

石井ら;1965，大崎ら;1982，1984， WEBER; 1910， 

WEISZ ; 1943)，本研究では 60時間前後であることが

示された.

一方，前日同時刻計測値との差である体温較差は，

0，2体
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分娩前の時間(時間)

図 1 分娩前の体温推移
分娩前の時間は分娩時刻を 0時間とする.

表 1 分娩前5日間の月別体温と有意差

分娩月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均値士標準誤差CC)

** ** ** ** 39.31 :t 0.025 
2 ** ** ** ** 39.32 :t 0.025 

3 * ** ** 39.33 :t 0.025 
4 ** ** 39.34 士 0.026 

5 ** ** ** ** 39.28 :t 0.027 

6 ** ** ** ** 39.32 :t 0.025 

7 ** 39.39 :t 0.025 
8 ** 39.43 士 0.025 
9 ** 39.43 :t 0.024 
10 ** 39.39 :t 0.025 
11 39.33士 0.025 

12 39.29 :t 0.026 

備考:分娩前5日間の平均体温について分娩月相互の有意水準を示す.
**は P<O.OOl，*は P<0.005，空欄は有意差のないことを示す.
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測定開始から分娩53時間前頃までは-0.09
0

C~ + 
o . 130Cの範囲で推移していたが，分娩48時間前頃から
較差は負の側に向かい急速に増加し，分娩前20時間に

は-0.63
0

Cに達した.その後較差は約-0.45
0

Cからー

0.60
o

C前後の範囲での増減を繰り返し分娩に至った.

2.分娩前の体温の季節的な変化

分娩前の体温の季節的な変化について，大崎ら

(1984)は季節的な変化は認められなかったとしてい

る.しかし，本試験で分娩前5日間の平均体温を分娩

月ごとに比較したところ，表 1に示したように，平均

体温は 8月・ 9月を中心として， 7 月 ~10 月までが他

の月に比べ高いことが明らかになった(Pく0.001，Pく
0.005) . 

さらに，分娩に近い時期の月別体温にも，図 2のよ

うに明らかな季節的変化が認められた.分娩 1-24時

間前の平均体温の最高は 9月の 39.04
0

Cで， 8月の

38.98
0

Cがそれに続き，年間の平均は 38.90
o

Cであっ

た分娩25-48時間および分娩49一72時間前の平均

体温も 8月または 9月が高かった.

分娩に近い時期の体温較差を図3に示した.この図

からも明らかなように，各月とも体温較差の年間平均

値との差は土O.l
O

C以内で，その季節的変動幅は小き

かった.

3.基準値を一定にした時の分娩予測基準の出現率

基準 Iおよび基準IIの基準値を池滝ら (1982)の報

告と同様にそれぞれ 139.0
o

C以下への下降J，1前日の

値より 0.5
0

C以上下降」として求めた各分娩予測基準

40 
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温 2l分娩25-4 8111f1lll1l1 値 Y 
~---~------~~λ〈325-48時間前園

三38.8r￥て¥
38.6ト 分娩1・24時間前 分娩1-2..時間前平均値

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
分娩月

図2 分娩前の平均体温
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図3 分娩前の平均体温較差

の出現率を図 4，図 5，図 6に示した.

基準 Iの出現率は分娩月ごとに異なり，分娩前24時

間以内では 5月の 84.4%が最高値を示し，最低値は 9

月の 63.7%となり，分娩前48時間以内でも， 5月の

85.7%が最高値を示し，最低値は 9月の 64.6%で分娩

前24時間以内とほぼ同様な値を示した.

基準IIの出現率も分娩月ごとに異なり，分娩前24時

間以内では 2月の 62.0%を最高に，最低は 9月の

50.4%であった.分娩前48時間以内では， 7月の

76.7%を最高に， 9月の 60.2%が最低値を示した.

基準IIIの出現率も基準I・IIと同じく分娩月ごとに
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図4 分娩予測基準Iの出現率
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図5 分娩予測基準IIの出現率
分娩予測基準II: '前日の値より O.5
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図6 分娩予測基準IIIの出現率
分娩予測基準皿:'39.0

o

C以下へ下降した
もの」または「前日の値
より O.5

0

C以上下降し
たものJのいずれか
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異なり，分娩前24時間以内の出現率は， 2月の 92.6%

を最高に， 9月が77.0%で最低値を示した.分娩前48

時間以内でも，同じく 2月が92.6%で最高値を示し，

9月が78.8%と最低値を示した.

基準 I~IIIでは，基準凹による出現率が最も高った.

また分娩月ごとの出現率は，いずれの基準においても

9月が最も低く，次いで分娩前24時間以内において基

準 I・IIIでは 8月が，基準IIでは 5月が低かった.

4.分娩予測基準の季節的修正

今回，分娩前の体温が高くなる夏季に分娩予測基準

の出現率が下がる現象が認められたので，分娩 1-24

時間前の平均体温が全平均 38.90
0

Cより 0.08
0

C高温を

示した 8月は体温の基準値を O.l
O

C高めて '39.1
0

C以

下J，全平均 38.90
0

Cより 0.14
0

C高温を示した 9月は体

温の基準値を 0.2
0

C高めて '39.2
0

C以下」とした.

その結果，基準 Iの出現率は分娩前24時間以内で

は， 8月が77.4%，9月が78.6%とそれぞれ9.8%お

よび14.9%増加した.また，分娩前48時間以内では 8

月が78.7%，9月が79.7%を示し，それぞれ8.3%お

よび15.1%増加した.さらに，基準IIIの出現率は分娩

前24時間以内では， 8月が84.3%，9月が84.1%と

それぞれ4.6%および7.1%増加した.分娩前48時間

以内では 8月が88.0%，9月が85.8%とそれぞれ

3.7%および7.0%増加した(図 7). 

このことから，分娩時期の予測が可能な牛の割合を

高めるためには，分娩予測基準IIIの基準値を月別に設

定する方法が有効であることが示唆された.
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図7 基準値を修正した分娩予測基準IIIの出

現率
分娩予測基準皿における基準値の修正
8月:'39.1
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は「前日の値より O-.5

0
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0

C以上下降し
たもの」のいずれか

8月.9月以外の月:分娩予測基準凹の基
準値
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